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千葉県成東町—八日市場市周辺に分布する下総層群の層序
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要 旨 千菓県成東町ー八日市場市周辺に分布する中―上部更新統下総層群は，従来多くの層位学的研究がな

されてきたにもかかわらず見解の一致をみなかった． 堆積サイクル， テフラの追跡によって層序を再検討し

た結果，つぎのことが明らかになった．本地域には．下位より地蔵堂層，藪層，上泉盾;, 清川層，木下層が分

布する．地蔵堂層，藪層は整合に重なる．それらに上泉層がチャネル状の不整合関係で頂なる．清川附は上泉

層にほぼ整合に重なる． また多古貝層を含む埋谷性堆積物はこれらの地層を切って分布し， 木下層の下部に

当たる．

キーワード：下総層群，堆積サイクル，テフラ，屈折率，層序，多古チャネル．

房総半島北部には，中―上部更新統下総層群が広く

分布している．下総層群は，氷河性海水準変動による

厚い砂層と薄い泥層の繰り返しからなっており（青

木・馬場 1972, 1973; 菊地 1974, 1976 など），堆積

サイクルを形成している．最近の研究では， このサイ

クルに着目し， l 堆積サイクルを 1 累層に対応させて

いるものが多い（徳橋・遠藤， 1984; Aoki and Baba, 

1980; 菊地ほか， 1988). 特に，徳橋・遠藤 (1984) は，

堆積サイクルとテフラの追跡をもとに，房総半島北西

部の姉崎地域で層序の再検討と地層の再定義を行な

い，下総層群を下位より地蔵堂層，藪層，上泉層，清

川層，横田層，木下層，姉崎層，常総粘土に区分して

いる．また従来，下総層群最下部累層とされることの

多かった金剛地層は上総層群に含めている．徳橋・遠

藤 (1984) と Aoki and Baba (1980), 菊地ほか (1988)

を比較すると，累層間の層位学的関係，特に上泉陪と

清川層および清川層と上岩橋層の層位関係については

いまだに見解の相違があるものの，まちまちだった地

層名は統ーされつつある（図 1 b). また下総台地研究

グループ (1984) は手賀沼周辺で木下層基底に不整合

が存在することを明らかにし，木下屈を再定義した．

そして混乱を避けるため，いままで用いられてきた成

田層の名称を廃している．また堆積サイクルに関して

も，単に泥層と砂層の繰り返しとしてではなく，堆積

相や堆積環境と対応させた研究が増えている．例え

ば， 増田 (1985) は堆積相解析法を用いて堆積ヽンステ

ムの発達という観点で堆積サイクルを論じ，徳橋・近

藤 (1989) は堆積サイクルをサプユニットに区分し堆

積環境との対応を考えている．

ー方，本研究の調査地域である成東一多古—八日市場

地域では，鈴木・高井 (1935) の“多古貝層”の研究に

始まり，三土 (1935), 服部· 小村 (1959), 成瀬

(1959), 菊地・舘野 (1962), 菊地 (I 963), 青木・馬場

(1972, 1973), 馬場・青木 (1975), 杉原 (1979) など多

くの研究者によって，古生物学的，層位学的研究がな

されてきた．しかし，研究者による層序区分の違いや，

標準地域との対比の違いによって層序に関する見解は

混乱している．また本地域では，上述のような堆積サ

イクルやテフラの追跡という見地から 1晋序が検討され

ていない． ここでは，今までの研究を振り返り問題点

を整理しておきたい．

〈成東層の位置づけ〉 成東暦は，服部・小村 (1959)

によって，房総半島北東部の下総台地の下部を占める

砂鉄質の砂層に対して命名された．菊地・舘野

(1962), および菊地 (1963) では，成東層を笠森層，地

蔵堂層，藪層を含み，今後区分が必要な地柄としてい

る．これに対して，青木・馬場 (1972, 1973) は成東層

を金剛地層と地蔵堂層の間の累層としている． このよ

うに，成東層の位置づけには異なった見解が存在す

る．

〈成田層の位置づけ〉 服部・小村 (1959) は，成東

層上に成田累層がうねり構造を呈して重なるとした．

菊地・舘野 (1962) および菊地 (1963) は， この考えを

進めて成東層上に成田洒抵底の不整合が存在するとし
た．特に菊地・舘野 (1962) は成田から多古，八日市場

にかけて谷地形の存在を指摘した．また成田骰を泥質

な下部層と，砂質な上部層に区分している．その後，

菊地 (1974, 1976) は姉崎地域で，成田層を下末吉海進

の堆梢物と再定義し，この考えに基づき菊地 (1980)

は房総半島北部の下末吉海進時の古地理図を描いてい

る．青木・馬場 (1972, 1973) は，姉崎地域で，成田層

を清川部層，上岩橋部層，木下部層の 3 部層に区分

し，成田層（清川部層）基底には第一級の不整合があ

るとした．本地域では地蔵堂層，成東／晋がこの不整合
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図 1. 下総層群の層序比較 Kg: 金岡I]地層； J: 地蔵堂層； Yb: 藪層； Km: 上泉層； Ky: 清川陪 ； Yk: 横
田層； Ko: 木下隠； An: 姉崎尼； Jc: 常総粘土； Na: 成東肥； Se: 瀬又陪； N: 成田層(- 1: 下部陪， 一

u: 上部層）； Ka: 上岩橋雇； It: 板橋層； Si: 下末吉 ローム．

によ っ て限られると考えた．また菊地らの不整合の多

くは泥層のつなぎ間違いであるとしている．

〈 “多古貝層”の層位〉 菊地 ・ 舘野 (1962) は成田か

ら多古，八日市場にかけて谷地形の内部に多古貝層が

存在するとして，その層位を成田囮と した． 青木 ・ 馬

場 (1972, 1973) は多古貝尼を成田層に対比した ． しか

しその後， 馬場 ・ 青木 (1975) では成田層の谷地形は

存在しな いとし， 多古貝層を地蔵堂層 と対比し 直 し

た．杉原 (1979) は火山灰鍵層による対比を行ない， 多

古周辺に見られる軽石を TB-1 に対比し， これに基づ

いて多古貝l習を成田層（清川層）と対比してい る．

これらの問題は次のように整理し直す こ とで解決す

ると考える．すなわち，成田層と成東層に関する問題

は， これらの名称を廃し，姉崎地域の陪序と対応させ
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る，また多古貝層の層位については， こうした新しい

層序の上に立って議論を行なう．

中里•佐藤 (1988) は，上泉層の指標テフラ Km2 の

分布を明らかにし，房総半島北部に上泉層が広く分布

することを示した．本報告では， さらに上下の層準の

テフラを姉崎地域のそれに対比させること，および，

姉崎地域の堆積サイクルを本地域まで追跡することに

よって，成東ー多古ー八日市場地域の層序を明らかにす

る．また上記の 3 点について筆者の見解と従来の研究

との比較を行なう．

研究方法

詳細な露頭観察に基づき， 100 分の 1 の柱状図を作

成し，岩相の対比を行なった．本地域はいくつかの層

準に埋谷性堆積物が知られているので，多古地域周辺

については断面図を作成した．なお，基底面等高線図

や断面図の作成には， 2,500 分の 1 地形図（各市町村

発行）と 10,000 分の 1 地形図（京葉測量株式会社発

行）を用い，ハンドレベルによって標高測定を行なっ

た．

テフラについては野外でテフラの種類（火山灰，軽

石，スコリア），色調，粒度，層厚などを記載し，室内

で重鉱物を分離してその組成を調べ，さらに斜方輝

石，ホルンプレンド，火山ガラスの屈折率を測定した．

これらをもとにテフラの対比を行なった（表 1, 図 9

~11). なお屈折率測定には遠藤 (1981) の温度変化型

屈折率測定装置および， RIMS87 (京都フィッション

トラック社製）を用いた．測定誤差はともに ±0.001

である．

堆積サイクルについては堆積相解析（増田， 1985)

の手法を用い堆積サイクルを認定しサイクルの追跡を

行なっているが， ここでは堆積環境の推定が本論では

ないため層相の記載にとどめている．

成東町ー八日市場市周辺の層序

本地域には地蔵堂層，藪層，上泉層，消川層，木下

層が分布している．累層間は甚本的には整合である

が，一部不整合関係も認められる．地蔵堂，藪，上泉，

清川層の基底面等高線図（図 2) に示されるように，

全体に北西に傾く単斜構造をなしている．以下に本地

域の各層の特徴を記載し，他の研究者の屑序と比較す

る．なお本報告で使う地層名とテフラは徳橋・遠藤

(1984) の定義に基づ＜．

1. 地蔵堂層

分布：千葉市板倉ー東金市大海道ー光町新井に分布す

る．光町より東方では，藪層のチャネルによって削ら

れ分布しない．

層位関係：下位の上総層群金剛地層に整合に璽な

る．上位の藪層に多古町周辺では整合に投われるが，

さらに上位の上泉層や木下層には不整合に覆われる．

層相：図 4 に地蔵堂屑を中心にした柱状図を示す．

ほぼ全層準が観察されるのは，松尾町押辺 (Loe. 11), 

山武町胡麻手 (Loe. 7), 光町若梅 (Loe. 16) 周辺であ

る．本層の基底部は 5~6m の泥質屑からなり， しば
しばピートを挟む．また，基底部が細礫となることも

ある．この上位には生物擾乱の著しい細粒砂 (2~7

m), 侵食面を挟んで砂泥互層 (1~3 m), 斜交層理を持

つ粗粒砂 (3~8m), 平行眉理，斜交層理を持つ細—中

粒砂 (2~5m) が順次璽なる．細—中粒砂には， しばし

ばヒメスナホリムシ型の生痕（菊地， 1972) が認めら

れる．最上部は砂鉄質の中ー粗粒砂 (5m) からなる．東

金市大海道 (Loe. 1), 滝沢 (Loe. 2) などでは上位の上

泉層や木下層に不整合に覆われ上半部は欠如してい

る．また，山武町雨坪 (Loe. 4), 同，日向 (Loe. 5) では

上泉層の埋谷性堆積物によって地蔵堂層は欠如する．

テフラ：山武町戸田下 (Loe. 6), 松尾町金尾 (Loe. 9) 

で本層基底部付近から，白色の細粒火山灰が見いださ

れた（図 4, sp. No. 1, 2). 火山ガラス，斜方輝石，ホ

ルンプレンドの屈折率モードはそれぞれ 1.500~

1.501, 1.710 士， 1.671 士であり，地蔵堂層指標テフラ

J1 に対比される. J 1 (杉原ほか， 1978 の [y) は，長

柄町山之郷の長柄ダム，市原市金剛地などで見い出さ

れている（徳橋・遠藤， 1984). 表 l と図 11 に長柄ダ

ムにおける Jl の特性と屈折率を示す．

戸田下では， Jl の上位にホルンプレンドに富む白

色細粒軽石 (sp. No. 47) が発見された． この軽石は山

武町森本郷 (Loe. 3, sp. No. 48) でも見いだされ地域的

な対比に用いることができる．

松尾町押辺 (Loe. 11), 同岩井崎 (Loc.12) などでは，

斜交層理を持つ粗粒砂中に淡黄色軽石 (sp. No. 3, 4) が

連続する． これは菊地 (1963) の黄白色凝灰岩に当た

る． このテフラの斜方輝石の屈折率モードは 1.708士

で，屈折率の特性だけでは対比は困難であるが，層厚

が厚い (50~700 cm) こと， ヒメスナホリムシ型の生

痕の下位に見られることも考慮に人れると，市原市大

東牧場 (Loe. 96) などで見られる Jl2 (図 11 sp. No. 

50ー52) に対比される．

なお模式地の木更津市地蔵堂付近で見られる J2~

Jll のテフラは本地域では未確認である．

対比：基底部の泥質層を，青木・馬場 (1972) は泉谷

層，青木・馬場 (1973) は成東層最上部泥層に，菊地

(1963) は一部を地蔵堂謹最上部，一部を成田層に対比

している．また泥質層の上位の淡黄色軽石を含む砂層

を，青木・馬場 (1972, 1973) は地蔵堂層に，菊地

(1963) は藪層に対比している（図 la).

今回， J1 が発見されたことにより，本地域に地蔵堂

層が存在することが明らかになった．またその上位の

白色細粒軽石や岩相の追跡によって，本層基底の泥層

は東金市大海道 (Loe. 1) から松尾町金尾 (Loe. 9) まで
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ほぽ連続して分布していることがわかった．この結果

は，岩相対比に基づいた青木・馬場 (1972, 1973) とほ

ぼ同じである． ただし青木・馬場 (1973) ではサイク

ル境界を泥層の上面に置いているが，本報告では徳

橋・遠藤 (1984) など最近の研究同様，泥層の下面に

置く．

なお，作田川沿いと木戸川ー栗山川間に上泉層の埋

谷性堆積物があり，地層の追跡を困難にしている．菊

地 (1963) は，作田川沿いの埋谷性堆積物を成田層に

対比し，これを滝沢 (Loe. 2) の地蔵堂層基底の泥層に

延長しているため，また栗山川沿いの地域で，青木・

馬場 (1972) は本層上部を金剛地層に，馬場・青木

(1975) は本層最上部の砂鉄質の部分を成東層に対比

しているため，本報告と異なった層序になっている．

2. 藪層

分布：芝山町．横芝町，多古町周辺から北東に佐原

市付近まで分布する．

芝山町以西では，上位の上泉層に削られて欠如し．

台地を刻む谷が浅くなることとあいまって．千葉市瀬

又の堰 (Loe. 89) まで観察できない．

層位関係：地蔵堂層に整合に重なる．上泉層に多古

町周辺では整合，成東—芝山地域では不整合に覆われ

る．

層相：多古町水戸 (Loe. 27), 同千田 (Loe. 28) など

多古町周辺で模式的な層序が観察できる．基底部は泥

もしくは泥質砂 (2~4m) からなり，芝山町，横芝町．

多古町に分布する（図 4, 図 5a). この泥は多古町水戸

以北では沖積面下に没する． この上には生物擾乱の著

しい細―中粒砂 (6~10 m) が重なる． その層厚は東方

ほど厚い．さらに上位には侵食面を挟んで砂泥互層

(0.2~1 m), 斜交層理をもつ粗粒砂 (0.5~10 m), およ

ぴヒメスナホリムシ型の生痕がしばしば認められる．

平行層理をもつ中粒砂 (1~2m) が重なる．最上部は

凝灰質の中粒砂—粗粒砂 (1~6m) からなり．多古町か

ら佐原市にかけて広く分布する． これは Nakazato et 

al. (1989) が報告した砂丘相である． この中に Kml

テフラが発見される．このように多古町周辺では．地

蔵堂層とほぼ同様なサイクルからなっている．

ー方，栗山川以東では．基底部の泥は認められず．

厚い細粒砂からなる．この砂層は細ー中粒砂 (5m), 砂

質シルト (10 m), 生物擾乱の著しい細ー中粒砂 (5~4Q

m) に細分される（図 5b). 砂質シルトには Venericar

diaferruginea Clessin,Acila minutoides Kuroda and 

Habe など．下総層群としては比較的深い生息深度を

示す貝化石が含まれている． これらの上位には侵食面

を挟んで砂泥互層が重なり多古町周辺と同様な層序と

なる．砂泥互層は連続性が良く．多古町西方から佐原

まで追跡できる（図 2 YB lw/up の等高線．図 5a, 図

6a). 
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図 5. 藪層を中心にした地質柱状図. (a) 多古西方； (b) 光町ー八日市場．

テフラ：基底部の泥から YbO グループと考えられ

る軽石が見い出された. YbO は木更津市丹原 (Loe.

99) や市原市南岩崎 (Loe. 95) で見られる斜方輝石の

屈折率モードが 1.714 のテフラであるが，本地域では

認められなかった． しかし，丹原，千葉市瀬又の堰の

藪層基底の泥には斜方輝石の屈折率 1.704~ 1.706 を

モードとする軽石が認められ， これが，芝山町新屋敷

(Loe. 14), 木戸台 (Loe. 15), 多古町水戸などの藪層基

底でも認められる（図 9 sp. No. 5-9, 図 11 sp. No. 

54-60). 

八日市場市助右ェ門坂 (Loe. 61) などで観察される

砂質シルトには円磨された白色軽石 (sp. No. 49) が含

まれる．この軽石は斜方輝石と普通輝石からなり，ホ

ルンプレンドをほとんど含まず，斜方輝石の屈折率

モードは 1.715~1.716 で， Yb3 (杉原ほか， 1978 の

SY) に対比される可能性がある．この軽石を含む砂質

シルトからは， Veneガcardia ferru印;nea など暖流系種

を産し，姉崎地域の Yb3 直下の層準に暖流系種が多

いとされることと調和的である． しかしこの軽石は多

古周辺では認められなかった．

対比：菊地・舘野 (1962) は基底部の泥屑を成田層

の基底に，青木・馬場 (1972) は金剛地層最上部に，馬

場・青木 (1975) は地蔵堂層に対比した．杉原 (1979)

は菊地らとほぼ同じ見解で，本報告で YbO に対比し

た軽石を TB-1 に対比し，成田層（清川層）とした（図

la). また栗山川以東の本層下部に見られる砂質シル

トは成瀬 (1959) が笠森層に，菊地・舘野 (1962) が成

東層に，青木・馬場 (1972) が金剛地層に対比してい

るものである．

今回，基底部に YbO グループ，最上部に Kml テフ

ラが発見されたこと，地蔵堂層の上位に整合に重なる

サイクルであることの 2 点を根拠に藪層に対比した．

栗山川以東では藪層の下半部は厚い細粒砂からなり，

この砂層中には累層境界となる堆積物は見られない．

この細粒砂は本地域東方の飯岡台地で上総層群相当の

豊里層 (Matoba, 1967) に直接接する．したがって，こ
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の地域の藪層の基底は不整合であると考えられる．細
粒砂の間に挟まる約 10m の砂質シルトは，連続性が
悪＜側方で尖滅すること，上下の細粒砂と連続的に移
り変わることから， この部分だけを笠森層とすること
はできない．青木らの考えは，豊里層を笠森層とし，
これに重なる金剛地層と類似した岩相を対比している
ことによる．

菊地や杉原が本層基底の泥層を成田層に対比してい
るのは，本層の分布が成東地域では上泉層の不整合

（後述）により限られ，また栗山川以東では基底が観察
できないために，多古地域の本層基底を成田層の谷地
形のなかに組みこんでいることによる．

3. 上泉層

分布：山武町—芝山町ー多古町ー佐原市に分布する．
層位関係：多古町周辺では下位の藪層にほぽ整合に

重なり，上位の清川層に整合に覆われる．成東―芝山で
は藪層以下の地層と不整合で重なり，上位の清川層に
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整合または一部不整合で覆われる．

層相：図 6a, b に示すように，多古町周辺 (Loe. 21, 

65, 77) では基底部はピートを含むシルト，泥質砂 (2

~IO m) などからなり藪層と整合的だが，南方に向

かって下位層を侵食しシルトや泥質砂からなる埋谷性

堆積物 (15 m) となる． この堆積物は，横芝町新屋敷

(Loe. 14) では藪層下部，松尾町山室 (Loe. 62) では地

蔵堂層上部を不整合に覆っている．さらに成東地域で

は金剛地層上にチャネル状の不整合で接する（図 4

Loe. 4, 5). また北方に向かって泥質層からトラフ状

の斜交層理が卓越する中―粗粒砂層 (5~7m) に変化す

る（図 6a Loe. 66, 23, 図 6b Loe. 78, 79, 85-87). 上

部はトラフ状の斜交層理や平行層理をもつ細ー中粒砂

層（約 5 m) からなる．本地域ではヒメスナホリムシ

型の生痕化石は見いだされていない．また本層は，下

位の地蔵堂層，藪層と比較して全体に細粒で，泥質な

部分が多い．

テフラ：下部のシルト中に Kml または Km2 が認

められることが多い．姉崎地域では， Kml は火山灰，

軽石，スコリアからなるテフラ群である．木更津市根

岸 (Loe. 100) における Kml は，下位より火山ガラス

の屈折率が 1.497~ 1.500 の火山灰，斜方輝石の屈折

率が 1.694 モードとする非常に低い屈折率を示す軽

石，最も厚い斜方輝石の屈折率が 1.703 程度の軽石が

見られる．また市原市勝間 (Loe. 92) では， Kml のう

ち斜方輝石の屈折率が非常に低い軽石が認められる

（図 11 sp. No. 62-66, 44-46). 

本地域では藪層最上部から上泉層基底にかけて火山

灰と 1.703 モードとする軽石が発見される．多古町周

辺では，火山灰は風化が著しく，火山ガラスは消失し

ているが，ホルンプレンドの屈折率から対比可能であ

る（図 9 sp. No. 12, 14, 16). また軽石は藪層基底の

YbO グループの軽石と類似するが，斜方輝石の屈折率

がやや低いこと， YbO グループの軽石と異なり，屈折

率の低いホルンプレンド (n2= 1.670土）が含まれない

ことで区別できる（図 9 sp. No. 10, 11, 15, 17). 

Km2 は中里•佐藤 (1988) で報告したとおり，北東

部地域の上泉層基底の泥質層中に認められる軽石で，

斜方輝石の屈折率モードが 1.718 と高いのが特徴で

ある．今回，芝山町小池 (Loe. 64) の埋谷性堆積物中か

らも発見された（図 9 sp. No. 18). 

また芝山町大蔵（図 6 Loe. 66) の細粒砂中の軽石

（図 9 sp. No. 21) は屈折率モードが 1.700 と低く，

Km4 または Km5 に対比される可能性がある．

対比：菊地 (1963) は成田層下部層に，青木・馬場

(I 972, 1973) は成田層の清川部層に対比している．対

比に関する議論は清川層の項で行なう．

4. 清川層

分布：村田川流域一印脂沼周辺及び八街地域に分布

する．図 4 に示すように本層の層厚は薄く，分布は断

片的である．

層位関係：上泉層とは，八街地域に小規模なチャネ

ルがあり (Loe. 17, 18, 19), 上泉層を削り込む以外は，

本地域では整合である．上位の木下層に波食台状の不

整合で覆われる．なお，従来上岩橋層とされてきた地

層は清川層の I司時異相である（中里， 1987MS).

層相：埋谷性堆積物からなる． ピートを含むシルト

または細礫やシルト偽礫を含む細―中粒砂 (4m), 生物

擾乱の著しい泥質砂 (0~5m) および平行層理または

斜交層理をもつ細粒砂 (Im) の順に璽なる．本地域で

はサイクルの上半部は，木下層基底の不整合により欠

如している．

テフラ： Ky3 が山武町木原（図 4 Loe. 17, 図 9 sp. 

No. 22) で見いだされた．このテフラは新井ほか

(I 977) によって TB-8 として姉崎地域で報告された軽

石で，斜方軽石の屈折率が非常に高く， 1.731 に及ぶ

ものである．このほか梨作（図 3 Loe. 23) では，斜方

輝石の屈折率モード 1.703~1.706 の軽石（図 9 sp. 

No. 23) がみられる．

対比：菊地 (1963) は成田層下部層に，青木・馬場

(1972, 1973) は成田層の上岩橋部層に対比している．

筆者は，青木ら同様，本地域で 2 層準の泥質堆積物を

見いだした．しかし，下位の泥質堆積物から Km2 を，

上位の泥質堆積物から Ky3 を発見したことから， 2 

つの泥質堆積物をそれぞれ上泉層，清川層に対比す

る．ただし，成東地域の下位の泥質堆積物中からは

Km2 は未発見で， 岩相の追跡を対比の根拠にしてい

る．今後さらにテフラの追跡が必要である．

5. 木下層

分布：本地域の台地上部に広く分布する．成田，印

脂地域，多古地域の埋谷性堆積物も本層に含まれるも

のと考えるが， この点については次の章で検討する．

層位関係：清川層以下の地層を不整合に覆い，常総

粘土に整合に覆われる．

層位：成東ー多古地域（図 5a) の台地上部，標高およ

そ 25~30 m 以上の部分では，細礫から中礫を含む粗

粒砂が見られ，下位の地圏と侵食面をもって接してい

る．その上位には平行層理， トラフ状斜交層理， フォ

アセット層理などを示す細粒ー粗粒砂，砂鉄質の細粒ー

中粒砂が順に菫なり，地形面を作る．細粒ー粗粒砂中に

はヒメスナホリムシ型の生痕が認められる．後述する

が，砂鉄質の細粒—中粒砂中に木下層上部の指標テフ

ラである Kip テフラ群（新井ほか， 1977) と考えら

れる軽石が見いだされた．

八日市場地域（図 5b) でも，台地上部に，波食台状

の不整合面が見られる．この上位に細礫や貝化石片を

含む粗粒砂，砂泥互層 (Loe. 52, 56, 61), 最上部にヒメ

スナホリムシ型の生痕が見られる細ー粗粒砂が重なる．
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図 7. 多古チャネルのウオールとその埋積相. (a) 多古町染井； (b) 多古町南並木. N-S, E-W は断面の方向を
あらわす．

Klp テフラ群は見いだされないが，地形面を構成する

ことから台地の上部の地層は木下層と考えられる．層

厚はどの地域でも 5~15m である．

テフラ：多古町大原内，御所台 (Loe. 32, 37) では．

砂鉄質の細粒―中粒砂中に．径 1cm 程度のやや粘土化

した黄色の軽石 (sp No. 24, 25) が散在する．鉱物組

成斜方輝石の屈折率モード (1.708切，ヒメスナホリ

ムシ型の生痕の直上の層準に見られることから， Klp

テフラ群のいずれかに対比されると考えられる．

対比：成東ー多古地域では．菊地・舘野 (1962) の成

田層上部層，青木・馬場 (1972) の成田層木下部層に

あたる．青木・馬場 (1972) は．八日市場地域において

砂泥互層を金剛地層最上部と考え， この砂泥互層より

標高の低いところに分布する藪層．木下層を一括して

金剛地層としている（図 la). これは砂泥互層の下位

にある波食台状の侵食面を不整合とせず．砂泥互層と

本報告で藪層とした細粒砂層を一連のものとして取り

扱っていることによる．

多古貝層を含む埋谷性積堆積物

多古町周辺には貝化石を多産する “多古貝層＂ （鈴

木・高井， 1935) が知られている．本層は木下貝層と

の種構成の類似や，木下ー成田一多古の貝化石の連続分

布から注目されてきた．多古貝層が谷状の地形を埋積

していることは，三土 (1935) の地質図にすでに記載

がある．また多くの研究者も谷地形の存在については

意見が一致している．

本報告でも成田ー多古ー八日市場と連続する埋谷性積

堆積物とそれらが下位眉と接するチャネルの壁面を観

察できた． これらのチャネルは，以下に述べるように

下位層を大きく削り込み．水平方向によく連続する特

徴をもち，各累層の基底部付近にみられるダイアステ

ム程度の削り込みとは大きく異なっている．図 7 に多

古町周辺で見られるチャネル状の侵食面のスケッチを

示す．多古町染井（図 7a), 南並木（図 7b) のほか，

多古町飯新，同川島八日市場市亀崎，同松山，光lllJ

中島などで認められる．また成田付近では，成田市駒

井野，印脂村雷土などで観察される（中里 1987MS).

埋谷性積堆積物の岩相は，多様性に富んでいるが，基

底部が観察できるところでは，シルトや砂のプロック

を含む斜交層理のみられる砂礫， ピートや植物片を含

むシルト，生物擾乱が著しく淘汰の悪いシルトなどが

見られることが多い． この上位は， 、ンルトと細粒砂の

細互層，塊状のシルト，生物擾乱の著しい自生的産状

を示す内湾性貝化石が見られるシルト質の細―中粒砂

からなる．上部ではやや粗粒化し，貝化石を密集して

産する部分がある．図 5a の Loe. 29-31, 図 5b の

Loe. 45-53, 図 6a の Loe, 69-76, 図 6b の Loe. 81-

83, 88, 40 などの堆積物がこれに当たる．チャネル内

のシルトや侵食面は，連続性が悪く，それらは地層境

界となるものではない．層厚は最大 20 m である．

埋谷性堆積物は木下層の波食台上の堆積物に覆われ

る．またしばしば，木下層の波食台状の不整合面から

チャネルの壁面が下方に延びる様子が観察される．

次にチャネルと下位の各累層との関係について見て

みる．多古地域（図 5a) では，チャネルが藪層最上部

(Kml 層準）を削り込んでいる． また芝山地域（図

6a) では，芝山町稲菓，谷 (Loe. 69) 同大里 (Loe. 70), 

同横堀 (Loe. 74-75), 多古町サ秋田 (Loe. 76) などで，

上泉層が，埋谷性積堆積物によって欠如している．成

田地域では埋谷性積堆積物によって，清川層指標テフ

ラ Kyl~3 を含むシルト層と上位の砂層が欠如して
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図 8. 多古チャネルおよび木下層の基底面等高線図国土地理院発行 5 万分の 1 地形図 成田および八日市場
を使用した．図中の数字は等高線の標高（単位： m) を示す．

いる（図 6c: 中里， 1987MS). このようにチャネルは

水平方向に連続しており，北西に傾く単斜構造をした

下位の地層を順次削り込んでいるものと考えられる．

下総台地研究グループ (1984) が手賀沼周辺で見いだ

した木下層基底の不整合面 I も， 成田一多古―八日市場

のチャネルの北西方への延長上にあり，連続するもの

と考えられる．

チャネルの壁面と埋谷性堆積物の高度分布から，

チャネル基底の地形を基底面等高線図（図 8) に示す．

チャネルの幅は 3~4km, 深さは 20m に達する．か

なり急な壁を持つことが特徴である．成田から多古を

通り八日市場方面に連続するものと，空港の東側で東

方に向かうものがある．多古付近に屈曲部がありその

部分で幅が狭まるほか，八日市場側で支谷を分岐させ

ている．以下このチャネルを多古チャネルと呼ぶ

テフラ：チャネル内の細粒砂中には杉原 (1979) で

報告された Tk 火山灰が分布する．このテフラは火山

ガラスの屈折率が非常に高く特徴的なものである（図

10 sp. No. 34-38). 杉原は屈折率の違いから Tk-a,

Tk-b を識別している． チャネルの層位を Tk テフラ

で対比することを試みたが，今のところ他地域との対

比はついていない．

芝山町坂志岡（図 6a Loe. 71) ではチャネル内の細ー

中粒砂中に白色から淡黄色の 2~20 mm 径の軽石

(sp.No.20) が見られ，斜方軽石の屈折率は r=1.7135 

~l.7215(モード 1.717~1.718) であることから上泉

層指標のテフラ Km2 に対比できる（佐藤， 1986). し

かしここでは海進期の砂の中に円磨されて散点的に含

まれ，他の地点での Km2 と産状が異なること，同層

準と考えられるチャネル内の他の地点で全く観察され

ないことから， この Km2 は多古チャネル埋積時に上

泉層からチャネル内に取り込まれたと判断される．

チャネルの基底部に何枚かの軽石が見いだされてい

る．それらの多くは基底直上のシルト中に認められる

ものである．軽石の斜方輝石の屈折率モードは 1.706

~l.708 を示し（図 10 sp. No. 27ー31), 藪，上泉，清

川層の基底の軽石より屈折率が高いものが多い．なお

斜方輝石の屈折率モードが 1.710 を越え，ホルンプレ

ンドの屈折率モードが 1.685 を越えるものがあり (sp.

No. 26, 32), 特徴的である．八日市場のチャネル（図

5b Loe. 51) と多古東方に延びるチャネル（図 6b Loe. 

88) で認められ，これらのチャネルが同時期に形成さ

れたことを裏付けるものといえる．

対比：本層を菊地·舘野 (1962) は成田層，青木・馬

場 (1972, 1973) は成田層，馬場・青木 (1975) は地蔵

堂層，杉原 (1979) は成田層（清川層）に対比してい

る．

杉原 (1979) は Tk が TB-1 とともに市原市勝間の清
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表 I. テフラの記載

2 3 4 5 6 7 8 , 10 

6 1 wt. vf. tf 0-20 A m-c. sd. Ho, Opx J1 , 2 wt. vf. tf 10 A cly. Ho>Opx Jl 
————————---------——————————————————————————-------------———————————————————————————————————————————— 

91 76 wt. vf. tf 20 A cly. Ho>Opx J1 

6 47 gy.-wt. 0.2 pum 5 A st. Ho>Opx 
3 48 gy.-wt. 0.5 pum 10 A st. Ho>Opx 

11 3 yl. 20 pum 250 A m-c. sd. Opx>Ho>Cpx ]12 

12 4 yl. 20 pum 300 A m-c. sd. Opx>Ho>Cpx ]12 

96 50 wt. —gy. 10 pum A f-m. sd. Opx>Cpx>Mt J12 
51 wt. 10 pm. SC 100 A f-m. sd. Opx>CpxｻHo Jl2 

52 wt. 10 pum A f-m. sd. Opx>Cpx>Ho J12 

14 5 yl. 0.3 pum 15 B st. Opx>Cpx>Ho YbOG 
6 wt. vf. tf 0-15 B cly. Ho>Opx>Bi 

15 7 br. 0.5 pum 5 C st. Ho>Opx>Cpx YbOG 

26 8 pk. vf. tf lー3 C sdy. st. Ho>Opx YbOG 

27 , br. 0.5 pum (45) B sdy. st. Opx>Cpx>Ho YbOG 

―――――――――――――――――――――――――――――――---――---――_―――――――囀-―――――――――――---―――――――――――――――――
95 53 wt., gy. 1.0 pm. SC 15 B st. Opx>Ho YbO 

99 54 wt. —gy. vf. tf 0-5 B cly. Opx>Cpx YbOG 

55 wt., gy. 1.0 pm. SC 10 A cly. Opx;;;;Cpx YbO 

56 wt. —gy. vf. tf. pm 1 A cly. Opx>Cpx YbOG 

57 gy. 0.5 pum 8 A cly. Opx~Cpx YbOG 

89 58 gy. 0.5 pum 5 A cly, Ho>Opx YbOG 

59 br. 0.2 pum 20 A cly. Opx>Cpx~Ho YbOG 

60 wt. vf. tf 5 A cly. Opx>Cpx YbOG 

70 49 wt. 1.0 pum (150) B sdy. st. Opx>Cpx Yb3 
—————————————————————————————————————--------------———————————————9—————————————————————---------——— 
89 61 wt. 4.0 pum 30 A m-c. sd. Opx>Cpx>Mt Yb3 

14 10 yl. —or. 0.2 pum 10 B sty. f. sd. Opx Kml 
66 11 wt. gy. 0.2 pum (20) A sty. f. sd. Opx>Cpx>Ho Kml 

23 12 or. vf. tf 5-10 8-C m-c. sd. Ho>Opx Kml 

13 yl. 1.0 pum (20) B m-c. sd. Opx 

71 14 wt. 0.5 pum 35 A cly. Ho>Opx Kml 

77 15 yl. 1.0 pum (30) B st. Opx~Ho>Cpx Kml 

40 16 pk. vf. tf 5 B-C c. sd. Ho>Opx Kml 

34 17 pk. vf. tf 5-10 B--C c. sd. Ho>Opx Kml 

100 62 pk. vf. tf 0-1 C sdy. st. Ho>Opx Kml*1 

63 pk. vf. tf 4 C sdy. st Opx>Cpx~Ho Kml*1 

64 bk. 1.0 SC. pm 3 B sdy. st. Opx>Cpx Kml*1 

65 yl.-bk. 1.0 SC. pm 0-31 B sdy. st. Cpx>Opx Kml*1 

66 wt.-cr. 3.0 pm.sc 15 B sdy.st. Opx>Cpx Kml*1 

92 44 gy.-wt. vf. tf 0-5 B st. Opx~Cpx>Mt>Ho Kml 

45 gy.-wt. vf. tf 0-5 B st. Ho>Opx Kml 

92 46 wt. 0.3 pm. SC 3 B st. Cpx>Opx>Mt>Ho Kml 
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表 1. 続き

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

, 
10 

Km2 

Km2 

reworked 
Km2 

- - -- ---- - -- - - -- - --- - -

90 67 yl. 3.0 pum 8 B st. Ho>Opx Km2*2 

64 

21 

71 

18 

19 

20 

yl. 

wt. 

yl. 

1.0 

1.0 

2.0 

pum 

pum 

pum 

5-10 

45 

(10) 

B

A

B

 

st. 

cly. 

sty. f. sd. 

Cpx>Opx>Mt 

Opx>Cpx>Ho 

Opx>Cpx>Ho 

23 21 yl. 4.0 pum (50) B m. sd. Opx >Cpx Km4or5 
_______________ 

98 68 gy. -yl. 8.0 pm. sc 8 A f. sd Opx>Cpx>Mt Km4*1 

97 69 bk. 2.0 sc 2 A f. sd. Opx>Cpx>Ol>Mt Km5*1 

17 22 er. 2.0 pum (0-20) B st. Ho, Cpx, Opx 

23 23 or. 0.5 pum (1 O) B st. Mt> Opx >Ho> Cpx 

————_————---————·——-----——--———_——-—---——————————-· 一―_――---―――_――――-----------――――――-------------ー•—――――――
90 70 gy. 3.0 pum 20 A st. Cpx >Opx > Mt Ky3*2 

Ky3 

32 24 yl. 1.0 pum (5) B m-c. sd. Opx ぷ Cpx>Mt KlpG 

37 25 yl. 1.0 pum (10) B m-c. sd. Opx~Cpx>Mt KlpG 
- - - - - - - - - - --

103 71 er. - pum 3 C sd. Opx>Cpx~Mt KlpG*3 

72 

73 

74 

75 

er. 

gy. yl. 

gy. wt. 

er. or. 

0.8 

1.0 

0.2 

pum 

pum 

pum 

pum 5
 

2
 

ー

4

6

 

C 

C 

B 

A—B 

sd. 

sd. 

sd. 

sd. 

Opx>Cpx>Mt 

Opx>Cpx>Mt 

Opx>Cpx 

Opx>Cpx 

KlpG*3 

KlpG*3 

KlpG*3 

KlpG*3 

26 gy. yl. re. 4.0 pum 40ー200 B--C sty. f. sd. Opx, Ho 
27 wt. vf. tfc. st. 40 B--C cly. Opx 

28 yl. 2.0 pum 55 B--C sdy. st. Opx, Ho 

a 29 wt. 0.5 pum 15 C sty.vf.sd. Ho>Opx 

33 30 yi. 1.0 pum 10—20 A c. sd. Opx>Cpx>Mt>Ho 

46 31 yl. 1.0 pum 5 C st. Opx 

47 32 wt. 0.3 pum 5-10 B st. Ho>Opx,Cpx 

51 33 gy. yl. re. 1.0 pum o—5 A sty. f. sd. Opx, Ho 
- - - -- - - -

101 39 wt. 0.2 pum 5 A st. Ho>Opx, Cpx 
94 40 yl. (cly) pum 5 A sty. f. sd. Ho>Opx, Cpx 

102 41 pk. (ciy) pum 5-15 B--C st. Opx, Ho>Cpx 

104 42 wt. -gy. 2.0 pum 20 A st. Opx >Mt> Ho 

93 43 wt. 5.0 pum 10 A f. sd. Opx>Cpx>Mt 

88 
38 

Kol 

Ko2 

69 
29 

82 

31 

34 
35 

36 

37 

38 

br. —gy. 
gy.-wt. 

gy.-wt. 

gy.-wt. 

wt. —gy. 

vf. 
vf/0.1 

vf. 

vf. 

vf. 

t
t
t
f
t
f
t
f
t
f
 

35 

50 

50 

17 

28 

B

A

B

B

C

 

f. sd. 
f. sd. 

f. sd. 

f. sd. 

f. sd. 

Opx 
Opx >Cpx >Mt> Ho 

Opx>Mt>Cpx 

Opx>Cpx 

Opx>Ho>Cpx 

Tk 

Tk 

Tk 

Tk 

Tk 

I. 地点番号， 2. サンプル番号， 3. 色調 (wt: 白， y]: 黄， br: 茶， pk: 桃，〇r: 橙， gy: 灰， er: クリー

ム， re: 赤， bk: 黒）， 4. 粒径 mm, 5. テフラのタイプ (pum: 軽石， tf: 火山灰， sc: スコリア， tfc. st.: 
凝灰質シルト）， 6. 層厚 cm, 7. 純化の程度 (A: 純度高い， B: 中程度， c: 不純物多い）， 8. 含まれる岩相，
9. 璽鉱物組成 (Opx: 斜方輝石， Cpx: 普通輝石， Ho: 角閃石， Mt: 磁鉄鉱， 01: カンラン石）， 10. 対比．

*I: 中里 (l987MS),*2: 中里• 佐藤 (1988), *3: 新井ら (1977)
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図 9. 本調査地域の地蔵堂，藪，上泉，清川，木下層のテフラの屈折率．
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川層下部の泥層に見いだされるとしている． しかし勝

間の火山灰は一部に高屈折率のものも有るが，多古地

域の Tk より全体に屈折率が低い（図 11 sp. No. 44-

46). また TB-I として対比している軽石の斜方輝石

の屈折率は，多古のものは 1.700 モード．勝間のもの

は 1.695 モード（図 11 sp. No. 46) と大きく異なって

おり，その対比は疑問である．さらに勝間の‘清川層

下部（徳橋・遠藤 1984 の上泉層に当たる）＇の Tk

が見られるとされる泥はビートを含む最大海退期の堆

積物であるが，多古の Tk の見られる細粒砂ば海進期

の堆積物である．これらの点からみて Tk および TB-

1 の対比により多古チャネルが清JII層であるとはいえ

なし'·
木更津ー姉崎地域の木下層にも大規模なチャネル性

堆積物が知られている（杉原， 1979; 徳橋ー・遠藤，

図 10. 多古チャネルのテフラの屈折率．

1984). そこで多古チャネルのテフラと比較を試み

た．市原市有吉台（図 11 Loe. 94) の軽石 (sp. No.40) 

と木更津市高倉（図 11 Loe. 102) の軽石 (sp. No. 41) 

は，八日市場市亀崎（図 5b Loe. 51) の軽石 (sp. No. 

33) に類似している．また Ko2 (sp. No. 43) や木更津

市下宮田（図 11 Loe. 10 I) の軽石 (sp. No. 39) は多古

チャネルのテフラによく類似するが，屈折率モードは

ともに 1.706~ 1.708 程度で，これらのテフラだけで

は層位を決定するまでには至らなかった． しかし筆者

は， 多古チャネルの内部で Km2 (再堆積している l

ヵ所を除く）， Km3~5,Ky3 といった指標テフラを見
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図 11. 姉崎地域の指標テフラの柱状図とテフラの屈折率• *l: 中里 (1987MS); *2: 中里•佐藤 (1988); *3: 新
井ら (1977) による．

いだすことができず，またこれ以外のテフラの屈折率

も上泉層，清川層基底部のテフラと一致しないため，

多古チャネルは上泉層や清川層には相当しないものと

考える．上述のように成田から八日市場まで水平方向
に極めてよく連続すること，各累層との層位関係から

チャネルの層位が清川層以降の堆積物であると考えら

れること，横田層の分布地域は姉崎地域の一部に限定

されていることから，多古チャネルを埋積した地層を

木下層と考える． 中里ら (1990) の多古チャネル内の

貝化石の ESR 年代測定でも， 180士 l lky が得られて

いて，多古貝層を木下層とすることに矛盾しない．

まとめ

以上層序について述べた．本地域には地蔵堂，藪．

上泉，清川，木下層が順に重なっている．藪層と上泉

層，および，木下層とそれ以下の累層間は大きな不整

合が存在する．地蔵堂層，藪層は姉崎地域と同様な堆

積サイクルを形成しているのに対し，上泉層，清川層

は，基底部に埋谷性堆積物が見られるなど全体に泥質

で内湾化が推定される．また，木下層は一部に埋谷性

堆積物も見られるが，大部分は波食台上の堆積物であ

るというように不整合を境に層相の変化が認められ

る． このような層相の変化は，構造運動と堆積盆の変

化でとらえることが可能であると思われる．今後，姉

崎地域の堆積物との比較を通して，構造運動との関連

を探っていきたい．
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The middle-upper Pleistocene Shimosa Group 

widely distributed in the area from Naruto, San buｭ

gun to Yoka-ichiba city is restudied stratigraphicｭ

ally, based on sedimentary cycle and key tephras. 

In this area, it is possible to distinguish the 

Jizodo, the Y abu, the Kamiizumi, the Kiyokawa 

and the Kioroshi Formations in ascending order. 

The Yabu Formation conformably overlies the 

Jizodo Formation. The Kamiizumi Formation 

makes a channel and overlies the Yabu and Jizodo 

Formations with unconformity, and is conformｭ

ably overlain by the Kiyokawa Formation. As the 

Tako channel-fill deposits containing Tako shell 

bed overlies these formations with unconformity, 

it is correlated with the Kioroshi Formation. 
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